
１　

発
生
直
後
の
対
応

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
災
害
発
生

直
後
か
ら
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
被
災
状

況
調
査
に
当
た
る
と
と
も
に
、
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
三
重
県

と
の
合
同
調
査
や
、（
研
）森
林
総
合
研
究
所

と
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
奈
良
県
か
ら
の
災
害
復
旧
に
係
る

技
術
的
支
援
の
要
請
を
受
け
、
北
海
道
・
中

部
・
近
畿
中
国
及
び
九
州
森
林
管
理
局
の
技

国有林野事業の取組

近畿中国森林管理局

安全で安心できる
豊かな暮らしの実現に向けて

治山事業による復旧状況（大山国有林及び環状道路）

～平成23年台風12号による山地災害の復旧状況について～

　
平
成
23
年
９
月
に
発
生
し
た
台
風
12
号
に

よ
り
、
奈
良
県
の
十と

つ
か
わ

津
川
村
風か
ぜ
や屋

観
測
所
で

３
日
間
の
累
計
雨
量
が
1
，
3
3
6
㎜
を
記

録
す
る
な
ど
、
紀
伊
半
島
の
山
沿
い
を
中
心

に
広
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、

各
地
で
山
地
災
害
や
浸
水
等
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
台
風
に
よ
り
、
奈
良
県
、
和
歌
山

県
、
三
重
県
で
は
合
わ
せ
て
死
者
72
名
、
行

方
不
明
者
16
名
と
い
う
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
、
山
地
災
害
被
害
額
は
約
7
2
3
億
円
に

及
び
ま
し
た
。

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
の
災
害

か
ら
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
目
指
し
、
安
全

で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め

に
、
国
有
林
と
民
有
林
の
直ち

ょ
っ
か
つ
ち
さ
ん
じ
ぎ
ょ
う

轄
治
山
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
災
害
発
生

直
後
の
対
応
と
、
災
害
発
生
か
ら
４
年
が
経

過
し
た
現
在
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

術
者
に
よ
る「
山
地
災
害
対
策
緊
急
展
開
チ
ー

ム
」を
派
遣
し
、
民
有
林
の
被
災
状
況
の
調
査

や
復
旧
計
画
作
成
等
に
協
力
し
ま
し
た
。

２　

現
在
の
復
旧
状
況

（
１
）国
有
林
の
復
旧
状
況

  

国
有
林
関
連
の
被
害
は
近
畿
・
中
国
地
方

の
９
県
に
及
び
流
出
し
た
土
砂
に
よ
る
人
家

や
県
道
等
の
被
災
な
ど
山
地
災
害
が
多
発

し
、
現
在
ま
で
に
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か

ら
直
轄
治
山
事
業
に
よ
る
復
旧
工
事
を
10
箇

所
で
行
い
ま
し
た
。

　
国
有
林
の
直
下
に
人
家
が
密
集
す
る
和
歌

山
県
新し

ん
ぐ
う
し

宮
市
で
は
、
流
出
し
た
土
砂
に
よ
り

人
家
の
損
壊
や
水
道
施
設
へ
の
土
砂
流
入
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
元
住
民
か
ら
の
早 山地災害対策緊急展開チーム活動状況

新宮市の国有林（法枠工、土留工などを施工）

災害直後 復旧状況

期
復
旧
の
要
望
を
受
け
、
現
在
は
、
崩
壊
地

の
崩
壊
等
を
防
止
す
る
た
め
、
国
有
林
の
山

腹
上
部
を
法の

り
わ
く
こ
う

枠
工
で
固
定
、
下
部
を
土ど
ど
め
こ
う

留
工
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等
に
よ
り
復
旧
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
紀
伊
半
島
か
ら
離
れ
た
鳥
取
県

大だ
い
せ
ん
ち
ょ
う

山
町
の
国
有
林
で
も
山
地
災
害
が
発
生

し
、
崩
壊
土
砂
に
よ
り
大
山
へ
の
ア
ク
セ

ス
と
な
る
主
要
な
観
光
道
路
が
損
壊
し
ま
し

た
。
道
路
の
復
旧
を
行
う
鳥
取
県
と
調
整

し
、
道
路
へ
の
土
砂
流
入
な
ど
を
防
ぐ
た

め
、
山
腹
上
部
は
法
枠
工
で
固
定
、
最
下
部

を
土
留
工
に
よ
り
施
工
し
、
国
と
県
が
連
携

し
て
復
旧
に
当
た
り
ま
し
た
。

（
２
）民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
よ

る
復
旧
状
況

　

森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
の
み
な
ら

ず
、
民
有
林
で
発
生
し
た
大
規
模
な
山
腹
崩

壊
な
ど
の
復
旧
事
業
の
規
模
が
大
き
く
高
度

な
技
術
を
要
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
体
か
ら
の
要
請
を
受
け
て「
民
有
林
直
轄

治
山
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
奈
良
県
十
津
川
村
で
は
昭
和
42
年
よ
り
民

有
林
直
轄
治
山
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
の
台
風
12
号
で
の
被
害
に
伴

い
、
新
た
に
大
規
模
な
崩
壊
地
が
多
数
発
生

し
、
直
下
の
集
落
な
ど
に
多
大
な
被
害
を
及

ぼ
し
た
こ
と
か
ら
、
崩
壊
地
の
復
旧
に
係
る

計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
十
津
川
村
長な

が
と
の殿（
テ
ラ
谷
）で

は
、
崩
壊
地
か
ら
流
下
し
た
土
砂
に
よ
り
、

直
下
の
集
落
や
国
道
が
被
災
し
、
さ
ら
に
下

流
の
発
電
施
設
、
人
家
も
流
失
し
ま
し
た
。

崩
壊
地
の
下
部
に
不
安
定
な
土
砂
が
大
量

に
堆
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
砂
の
安
定

化
を
早
期
に
図
る
た
め
、
現
在
ま
で
に
渓
間

工
４
基
を
優
先
し
て
施
工
し
ま
し
た
。
今
後

３　

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

　
　

確
保
に
向
け
て

　

大
規
模
な
被
害
が
発
生
し
た
地
域
で
は
、

複
数
年
に
渡
っ
て
復
旧
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。
現
在
、
民
有
林
直
轄
治
山
事

業
の
十
津
川
地
区
で
は
全
体
計
画
額
に
対
す

る
進
捗
率
が
約
７
割
、
紀
伊
田
辺
地
区
で
は

約
５
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
景
観
等
に

も
配
慮
し
な
が
ら
、
災
害
に
強
い
国
土
づ
く

り
を
行
い
、
地
域
の
方
々
の
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
復

旧
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

は
、
上
部
の
崩
壊
地
を
復
旧
す
る
た
め
、
山

腹
工
を
施
工
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
和
歌
山
県
の
田た

な
べ
し

辺
市
菖し
ょ
う
ぶ
だ
に

蒲
谷
で

は
、
崩
壊
地
か
ら
発
生
し
た
大
量
の
崩
壊
土

砂
に
よ
り
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
熊

野
古
道（
熊く

ま
の
さ
ん
け
い
ど
う

野
参
詣
道
）の
、
中な
か
へ
ち
辺
路
が
損
壊

し
、
さ
ら
に
流
下
し
た
土
砂
は
下
部
の
渓
流

ま
で
達
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
紀
伊
田
辺

地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
開
始
し
、
世

界
遺
産
の
景
観
に
も
配
慮
し
た
工
法
と
し

て
、
崩
壊
地
の
急
峻
な
上
部
に
は
全
面
緑

化
で
き
る
植

し
ょ
く
せ
い生

法の
り
わ
く
こ
う

枠
工
を
採
用
、
ま
た
中
腹

部
の
土
留
工
、
水す

い
ろ
こ
う

路
工
等
に
は
木
製
品
を
活

用
し
、
平
成
26
年
度
に
完
成
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
は
、
観
光
地
も
以
前
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

十津川村長殿（テラ谷）の復旧状況（渓間工などを施工）

田辺市菖蒲谷（景観にも配慮した植生法枠工、
木製品を活用した土留工などを施工）

※山腹工中心にあるクスノキは復旧のシンボルとして
被災木を残したもの

災害直後

復旧状況
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